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シェアリングエコノミー概論



シェアリングエコノミーとは？

シェアリングエコノミー ＝ 共有経済

場所・乗り物・モノ・スキル・お金を

①インターネット上のプラットフォームを介して

②個人間でシェア（貸借や売買）

をしていく新しい経済の動き



ビジネスモデル

プラット
フォーマー
（マッチング）

ゲスト
（サービス利用者）

ホスト
（サービス提供者）

貸借・売買
（取引後に相互評価）

手数料



シェアリングエコノミーの特徴まとめ

①すでにあるものを使うビジネスモデル。

作らないし、捨てない。壊さない。

②所有から利用へ。
使いたいものを、使いたい時に、使いたい分だけ使う

エコノミー。米国ではオンデマンドエコノミーとも

言われる。



シェアリングエコノミーが立ち上がってきた背景

SNSを介して会ったことが
ない個人同士でも繋がるこ
とが当たり前に。

スマート
フォン

SNS

スペース・モノ・ヒト・カネ
などの在庫（利用状況）が、
スマホを通じてリアルタイム
に可視化される。
位置情報・決済システム。



日本の市場規模



シェアリングエコノミーの領域と市場規模

4

2020年度のシェアリングエコノミー

国内市場規模は2兆円を超える。

（情報通信総合研究所調べ）



シェアリングエコノミーの市場予測（情報通信総合研究所）



日本における
主なシェア事業者の状況



マクアケ 東証マザーズ上場（2019.12.11）



ランサーズ 東証マザーズ上場（2019.12.16）



スペースマーケット 東証マザーズ上場（2019.12.20）



ビザスク 東証マザーズ上場承認（2020.2.3）



ココナラ 東証マザーズ上場承認（2021.3.19）



政府・自治体のシェア活用の
背景・目的・状況



シェアリングシティの考え方

公助を共助で補完して地域の課題を解決する。

世界に先駆けて本格的な人口減少社会に突入している日本社会は、

地方自治体の少子高齢化や人口減少、財政難など、さまざまな問題

を抱えており、持続可能な社会の実現に向けて新たな仕組みが求め

られています。今ある問題をすべて公共サービスで解決するにはリ

ソースが足りません。

そこで、「シェア」という概念を導入することによって、公助を、

「共助」で補完し、サステナブルな自治体を実現しようとする試み

のことを”シェアリングシティ”と呼んでいます。ソウル市やアム

ステルダムなど海外で多くの取り組みが先行しています。



自治体の課題と対応するシェアリングサービス

行政サービス

ジャンル
解決したい課題 シェアリングサービス例

1.雇用創出 若者、女性に向けた地域での新しい仕事づくり ・クラウドワークス（クラウドソーシング）

・ランサーズ（クラウドソーシング）

・ココナラ（知識・スキル・経験を500円で売買）

2.男女共同参画 女性が働きやすい環境づくり ・エニタイムズ（日常のスキルシェア）

・タスカジ（家事代行/家政婦マッチング）

3.社会福祉 子育てしやすい環境づくり ・アズママ（送迎・託児の安心頼り合い）

・キッズライン（ベビーシッターマッチング）

4.公共交通 ①過疎地域での代替公共交通手段の創出

②観光客向けの新たな移動手段の創出

・Uber（配車アプリ）・COGICOGI（シェアサイクル）

・notteco（長距離ライドシェア）

・シェアのり（個人間カーシェアリング）

5.観光振興 宿泊施設需要の取り込みによる観光業の活性化 ・airbnb（民泊）

・スペースマーケット（民泊）

・homeaway（民泊）

観光ガイド、観光体験プログラムによる観光業の活性化 ・tabica（着地型日帰り観光体験）

・Huber（訪日外国人旅行者向け ガイドマッチング）

・tadaku（外国人が教える家庭料理教室）

6.公的不動産活用 自治体が保有する低未利用施設の利活用による稼ぐ公共施設への転換 ・スペースマーケット（遊休スペースシェア）

・akippa（駐車場シェア）
7.民間不動産活用 空き家、空き店舗、空きビル等の利活用による民間不動産の活性化

8.教育 生涯教育 ・ストリートアカデミー（学びのマーケットプレイス）

9.農林水産 農林水産資源を活かしたグリーンツーリズムの開発 ・tabica（着地型日帰り観光体験）

10.災害対策 災害時の緊急支援サポートの開発 ・シェア系各社

皆が活用していなかった資源を有効に活用し、負担となる公共サービスの一部を民間の仕組み

によって補うことによって、自治体の財政的負担を軽減していきます。



シェアリングエコノミーを活用した地域の社会課題解決や新しい生活産業の実装に

よる地域経済の活性化のため、シェアリングエコノミー伝道師の地方公共団体派遣や、

民間事業者と地方公共団体をマッチングする仕組みの本年度中の整備等を進め、

大都市圏や地方中核都市、 過疎地域等の異なる課題を抱える地方公共団体ごとに、

モデルとなるシェアリングエコノミー活用の事例を本年度中に少なくとも 30地域で

創出することを目指す。

また、抽出されたベストプラクティスを本 年度中目途に取りまとめ、幅広い地方

公共団体への横展開・普及啓発を進める。

《以下、シェアリングエコノミー施策 抜粋》

2017年度 政府成長戦略：2017年6月9日閣議決定



「シェアニッポン100」として事例を継続して発表

2020年度までに、100事例創出を目標にスタート



シェアリングシティの最新事例数（2020年度）

2020年度までに、115自治体で、135の活用事例を創出



シェアリングエコノミーについて、安全性・信頼性向上を果たしつつ社会への浸透・定着を

促進するため、シェアワーカー及びシェア事業

者の認証制度の普及を図る。また、地域でのシェアリングエコノミーの活用に向けて、防災

分野におけるモデル連携協定を基に、地方公共団体の協定締結を促すとともに、2021 年

度中に災害発生時等のシェア事業者向けの実施マニュアル等を作成する。さらに、シェアリ

ングシティ推進協議会と連携し、地方公共団体等とともに公共サービスとしてのシェアリン

グエコノミーの新たな活用モデルを検討し、事業者団体よりその検討結果を提示する。

《以下、シェアリングエコノミー施策 抜粋》

2021年度 政府成長戦略：2021年6月18日閣議決定



シェアリングエコノミー協会のビジョン



シェアリングエコノミー協会ビジョン 「Co-Society」



シェアサミット2021のご案内



シェアサミット2021 ： 協会主催の年に一度のシェアの祭典

10月5日（火）12:30-21:00＠オンライン 参加費：無料



過去最高の豪華登壇者

協会の代表理事でありスペースマーケット代表の重松、
協会の幹事・関西支部長であり、akippa代表の金谷も登壇します！



今年はオンライン開催で参加無料！！

QRコードを読み込んで申し込みお願いします！


